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耐震性が不十分なモデルLの応答変形は大きい

（Rmax=1/20rad)→耐震化促進

南海トラフ連動型地震を対象とした
地震動シミュレーションに基づく建築構造物の地震応答解析
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概要

• 地盤条件や周辺の建物特性を考慮して解析地点を設定
• 内閣府の断層パラメータを参考に震源断層モデルを作成
• 3ケースの地震動シミュレーションにより基盤波形を算定

工学的基盤上
の地震動算定

表層地盤上の
地震動算定

建築構造物の
地震応答解析

• 「神戸JIBANKUN」を用いて表層地盤の応答計算を実施
• 解析地点における地盤増幅特性を評価
• 内閣府想定結果との比較（基盤および表層地盤レベル）

• 5階建て鉄骨造の梁破断を考慮した解析の実施
• 5階建てRC造の被災建物における累積損傷の影響
• 2階建て木造住宅の耐震性や地盤特性と建物応答の関係

地震動シミュレーション結果

建築構造物の地震応答解析

基盤・地表地震動の比較 内閣府想定結果との比較

鉄筋コンクリート造事務所ビル（5階建て）

工学的基盤および地表における加速度波形（A地点）

黒線：工学的基盤上の波形
赤線：表層地盤上の波形

• 紀伊半島沖震源ケースによる基盤波形の最大振幅は，内閣府想定結果と大きな違いはない
• 継続時間は本研究会によるシミュレーション波形の方が長い
• 応答スペクトルはA～C地点はほぼ同等の結果（D地点は研究会の方が大きい）
• 表層地盤のスペクトル増幅特性は各地点で異なる

基盤波形（ケース１，A地点） 応答スペクトル（ケース１，A地点）

基盤

• 兵庫県南部地震で被災した構造物を想定
• JMA神戸波を一次入力し，その後に二次入力とし

て南海トラフ想定波を入力

• 有限要素法による非線形時刻歴応答解析の結果，
損傷により二次入力では層間変形角が増加
→ 損傷建物の対策が必要
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(基本)

木造住宅（2階建て）

• 神戸市内で行った耐震診断、常時微動測定の結
果を用いて，①耐震性に優れた住宅（モデルH）と
②耐震性が不十分な住宅（モデルL）を設定して2
質点系解析を実施

鉄骨造建物（3階建て）

【目的】 南海トラフ沿いにおいてM９クラスの巨大地震が発生し
た場合に，神戸市に想定される地震動特性を把握し，建築構造
物への影響を明らかにする

地震動シミュレーション条件

ｹｰｽ 強震動生成域 断層破壊開始点

１ 内閣府基本ケース 紀伊半島沖

２ 内閣府陸側ケース 紀伊半島沖

３ 内閣府陸側ケース 日向灘

• 内閣府発表のモデルに基づいて断層モデルを設定
• 強震動生成域と破壊開始点の異なる3ケースを設定
• 地震動シミュレーション(EMPR)を実施

解析点（4箇所）
A地点：普通地盤
B地点：軟弱地盤
C地点：軟弱～普通地盤
D地点：普通～硬質地盤
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加 速 度 0

想定南海波，震源日向灘，A地点
JMA神戸波

（NS）

加速度0 組合せ地震波の例

耐震性に優れたモデルHの方が大きな

加速度応答→家具の転倒防止
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• 兵庫県南部地震で被災した構造物を想定
• JR鷹取波を一次入力し，その後に二次入力として

南海トラフ想定波を入力
• 材料モデルに低サイクル疲労（Manson‐Coffin則＋

Miner則）で梁に破断が生じるモデルを利用

• 梁が破断が生じた建物に，想定南海トラフ波を入
力すると，梁破断の影響で層間変形角応答が1.5
から4.0倍に増加→適切な震後対策の重要性

層間変形角(rad)

時間(秒)

層間変形角(rad)

時間(秒)

(a) 研究会波(陸側, 紀伊半島沖)

(b) 内閣府波(陸側,紀伊半島沖)

層間変形角応答(1F)

健全建物(JR鷹取波未入力)
梁破断建物(JR鷹取波入力後)

梁破断建物は，2次
入力時にも梁破断

兵庫県南部地震被害事例

梁破断モデルの検証

載荷実験

本解析モデル


